
「電子くじ」の計算例

※「電子くじ」の対象者が３者の場合における計算例

Ａ建設 Ｂ建設 Ｃ建設

①　くじ番号（※入札時に入力） 262 603 078

②　入札書提出日時 6月21日13時18分42秒643 6月22日10時32分18秒013 6月22日13時50分38秒963

③　入札書提出日時のミリ秒 643 013 963

④　確定番号（＝①＋③）の下３桁 905（＝262＋643） 616（＝603＋013） 1041（＝078＋963）

⑤　入札書提出順位（②の早い者順） ０ 1 2

⑥　④の合算

⑦　余りの算出（⑥÷電子くじ対象者数）

⑧　落札（候補）者（＝⑦＝⑤）

◆次順位者の決定方法について

　2番目の順位者は、落札（候補）者となったＣ建設を除く残りの2者（Ａ建設とＢ建設）の④合算値［1521］を電子くじ対象者数［2］で除した

際の余りが［1］となることから、入札書提出順位［1］であるＢ建設となります。

　3番目の順位者は、上記のことにより、Ａ建設となります。

＜ 能 登 町 ＞

「電子くじ」の対象者

1562（＝905＋616＋41）

２（＝1562÷3＝520余り2）

Ｃ建設


